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昭和56年 7月I日 

印刷 卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25,691人 
	

世 帯 数 	14,592 

	

53,069人 
	

女 27,378人 
	

（昭和56年6 月 1日現在）住民基本台帳から 

「火の用心、マッチー本火事のもと」 

松島町8丁目のお年寄りや子どもたちが、町内から

火事を出すまいと、雨天を除いたタ方町内を巡回し、 

昔なつかしい火の用心を呼びかけています。 

好天が続いた4月中旬以降、市内で火事がひんぱつ

したため、私たちの住む町内からは火事を出すまいと

町内会（毛内新一郎会長）が音頭をとり五月の初めか  

ら続けているものです。 

そろいのはんてんに、火の用心のタスキがけをした

お年寄りや子どもたちは、このために用意した拍子木

をたたき、メガホン片手に声をそろえ元気いっぱい 「 

火の用心」。町内の巡回は、9月いっぱいまで続けら

れます。 

（写真＝=6月18日、松島町8丁目で） 



りんごの降ヒョウ害を視察する寺田市長 

同
協
議
会
は
、
市
を
は
じ
め

市
議
会
、
市
農
業
委
員
会
、
各

農
協
、
さ
ら
に
北
地
方
農
林
事

務
所
、
地
区
農
業
改
良
普
及
所

な
ど
十
五
の
関
係
機
関
団
体
で

構
成
さ
れ
、
①
天
候
に
応
じ
た

農
作
物
管
理
②
農
作
物
状
況
の
 

は
握
③
関
係
機
関
の
連
携
確
認

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
 

こ
の
日
行
わ
れ
た
一
回
目
の

会
議
で
は
、
市
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
協
議
に
入
り
、
畑
山

地
区
農
改
普
及
所
長
が

農
作
物

の
生
育
状
況
に

つ
い
て
報
告
し

た
あ
と
、
当
面
の
方
針
と
し
て

水
稲
関
係
で
は
、
①
生
育
状
況

の
調
査
②
市
農
業
技
術
者
協
議

会
の
開
催
、
り
ん
ご
の
ヒ
ョ
ウ
 

対
策
で
は
、
①
被
害
状
況
の
調

査
②
制
度
資
金

の
需
要
調
査
③
 

適
切
な
栽
培
管
理
の
推
進
、
軽

作
作
物
対
策
で
は
、
①
転
作
作

物
の
生
育
調
査
②
湿
害
対
策
の

推
進
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
 

な
お
、
六
月
六
日
の
降
ヒ
ョ

ウ
に
よ
る
市
内
の
り
ん
ご
被
害

は
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
が
進
め
 

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
 
「
こ
れ
ま

で
の
ま
と
め
で
は
、
被
害
面
積

は
二
百
三
十
五
お
に
及
び
、
箱

数
で
は
五
万
九
千
箱
、
金
額
に

し
て
約

一
億
四
千
七
百
五
十
万

円
に
達
し
て
い
る
」
 
と
報告
さ

れ
ま
し
た
。
 

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。
 

②
飲
料
水
等
は
、
た
め
置
き

を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

③
清
掃
中
不
行
届
の
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
元
町
浄
水
場
（
。
 

⑨
二
六
三
九
番
）

へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
 

水
道
の
本
管
を
清
掃
 

飲
料
水
等
は
た
め
置
き
を
 

市
で
は
、
次
の
日
程
で
水
道
 

木
）
、
十
日

（
金
）
の
両
日
、
 

本
管
の
清
掃
を
行

い
ま
す
。
 

午
後
十

一
時
か
ら
翌
朝
二
時
ま
 

期
間
中
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
 
で
。
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
お
願
い
 

ロ
清
掃
日
時
 
七
月
九
日
（
 

①
清
掃
員
了
後
も
濁
り
水
が
 

ま

工
事
で

片

側
通

行

レ
 

不順天候対策で連綴協設置 
, 	一 	“ー一 一 一 ー一 ‘  

一総合的な生産対策を推進一 

昭和56年（1981年） 7 月1日 	 広報ごしょがわら 	 （498号） ② 

市
で
は
六
月
十
三
日
、
庁
舎
内
に

「農
作
物
不

順
天
候
対
策
連
絡
協
議
会

（
会
長
・
寺
田
市
長
、
 

事
務
局
・
農
林
課
）
」
を
設
置
、
五
月
中
旬
以
降

異
常
低
温
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、

六
日
に
は
降
ヒ
 

ョ
ウ
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
農
作
物

へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
会
で

は
今

後
、
天
候
の
推
移
に
応
じ
た
総
合
的
な
生
産
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
公
共
下
水

道
幹
線
一
号
（
錦
町
 

ー
岩
木
町
）
、
幹
線
二
号

（
上

平
井
町
）
の
管
き
ょ
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
は
、
七
月
十
日
か

ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
で
す
。
 

こ
の
間
、
車
両
通
行
や
商
店
 

及
び
歩
行
者
に

は
ご
不
便
を
か

け
ま
す
が
、
公

共
下
水
道
事
業

を
ご
理
解
の
う

え
、
事
故
防
止

等
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

事故防止にご協力を 

は工事区間 

到I原高、
000: 



昭和56年（1981年） 7 月I日 ③ (498号） 	 広報ごしょがわら 

自
立
更
生
を
誓
っ
た
身
障
者
福
祉
大
会
 

,
 

み 官
民
一
体
で

ク
目
 ー
ン

作
戦
 

警
察
署
、
保
健
所
、
土
木
事
務

所
、
土
地
改
良
事
務
所
の
関
係

機
関
と
地
域
住
民
、
行
政
連
絡

員
等
に
協
力
を
依
頼
し
、
ゴ
ミ

の
不
法
投
棄
の
根
絶
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
 
一
掃
作
業
を

行
っ
た
も
の
で
す
。
 

初
日
の
十
一
日
は
、
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
ゴ

ミ
の
不
法
投

棄
が
最
も
多
い
市
内
藻
川
の
善

津
袋
に
市
や
建
設
省
の
ダ
ン
プ
、
 
 タ

イ
ヤ
、
シ
ョ
ベ
ル
合
わ
せ
て

六
台
が
出
動
し
、
地
元
住
民
も

応
援
に
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
河
川
敷
の
雑
草
の

な
か
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い

た

大
小
の
ゴ
ミ
を
汗
を
流
し
て
か

き
集
め
、
正
午
ま
で
に
ダ
ン
プ

四
台
分
を
運
び
去
り
ま
し
た
。
 

清
掃
作
業
に
出
た
地
元
民
は
 

「貴
重
な
経
費
と
労
力
を
無
駄

に
し
な
い
た
め
に
も
、
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
は
地
元
か
ら
な
く
し

た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

国
際
障
害

者
年
記
念

の

市
身
体
障
害

者
福
祉
大
会

が
六
月
九
日

市
民
文
化
会

館
に
身
体
障

害
者
を
は
じ

め
身
障
者
福

祉
会
会
員
、
 

民
生
委
員
ら

約
三
百
五
十

人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
 

身
体
障
害
者
 

の
完
全
な
社

会
参
加
と
平
 

等
を
訴
え
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
障
害
 
 

者
は
互

い
に
親
ぼ
く
を
図
り
 

相
互
扶
助
の
精
神
の
も
と
に
自

立
更
生
に
努
力
す
る
」
な
ど
六

項
目
に
わ
た
る
決
議
を

し
、
自

立
更
生
し
て
社
会
に
参
加
、
貢

献
し
て
い
く
決
意
を
示
し
ま
し

た
。
 

大
会
が
は
ま
た
、
視
力
障
害

者
の
鶴
谷
武
光
さ
ん
、
聴
力
障
 
 

害
者
の
村
田
正
光
さ
ん
、
 
（肢

し
）
体
不
自
由
者
の
畑
山
正
栄

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
体
験
発
表
を

し
、
出
席
者
に
感
銘
を
与
え
ま

し
た
。
席
上
、

こ
れ
ま
で
市
の

社
会
福
祉
事
業
に
協
力
さ
れ
た

個
人
、
団
体
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
 

「
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
や
め
て
下
さ
い
」
 

市
で
は
、
環
境
週
間
に
ち
な
み
六
月
十
一
日
か
ら
六

日
間

関
係
機
関
、
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
不
法
に
投
棄
さ
れ

て
い
る
ゴ
ミ
の
一
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
 

市
清
掃
公
害
課
が
確
認
し
た
 
合

わ
せ
て
百
七
戸
（
五

J
積
み

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
、

大
小
河
 
ダ

ン
プ
で
約
二
十

一
台
）
に
も

川
敷
ゃ
た
め
池
周
辺
、
沢
地
な
 

達
し
て
い
ま
し
た
。
 

ど
お
よ
そ
十
三
カ
所
に
及
び
、
 

こ
の
た
め
市
で
は
、

建
設
省
、
 

棄 

は 

め 

て 

みんなに迷惑をかけるゴミの不法投棄 

自立更生に決意も新た

身障者福祉大会開く 



(498号） ④ 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年） 7 月 1日 

交通安全協会の創立30周年記念式典 

、 
1 

五肝Jl原交通守今協会’ 

広
田
住
宅
団
地

の
募
集
案
内
 

積
立
分

譲

・
一
般
分
譲
 

五
所
川
原
交
通
安
全
協
会

（
 

尾
崎
藤
雄
会
長
）
の
創
立
三
十

周
年
記
念
式
典
は
、六
月
十
日
、
 

市
民
文
化
会
館
に
各
支
部
会
員
、
 

交
通
指
導
隊
員
、
来
賓
な
ど
約

二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
 

交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
新
た

な
活
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲

者
に
対
し
黙
と
う
を
し
た
あ
と
、
 

尾
崎
会
長
が
、
 「過
去
三
十
年

間
の
足
跡
を
ふ
り
返
っ
て
、
今

後
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
交
通
問

題
に
対
処
し
て
行
き
た
い
」
 と

式
辞
を
述
べ
「
小
山
内
副
会
長

が
同
協
会
の
沿
革
を
紹
介
し
ま
 

青
森
県
住
宅
供
給
社
で
は
、
 

五
十
六
年
度
に
広
田
団
地
に
建

設
す
る
分
譲
住
宅
及
び
宅
地
分

譲
の
購
入
者
を
募
集
し
ま
す
。
 

ロ
積
立
分
譲
住
宅
 

（住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
）
 

ロ
募
集
期
間
 
七
月
十
三
日
 

ー
十
七
日
 

口
積
立
期
間
及
び
募
集
戸
数
 

し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
交
通
安
全
協
会

の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
一
団

体
、
十
九
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
来
賓
の
祝
辞
で
式
を
閉
じ

ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
団
体
、
 

個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
ロ

伊
藤
博
治
、
小
山
内
有
義
、
 

長
内
英
五
郎
、
木
村
洋
三
、
協

栄
生
命
五
所
川
原
支
部
、
櫛
引

留
吉
、
鹿
内
日
出
城
、
舘
山
正

竹
谷
誠
之
助
、
奈
良
登
、
成
田

実
、
中
谷
勝
太
郎
、
藤
田
留
作

藤
田
昭
弥
、
松
野
柾
一
、
増
田

富
吉
郎
、
松
沢
永
一
、
宮
崎
米
 

一
年
積
立
十
戸
、
二
年
積
立

十
五
戸
、
三
年
積
立
二
十
五
戸

ロ
構
造
 
木
造
 

ロ
一
戸
当
た
り
平
均
面
積
 

土
地
二
九
〇
平
方
H
、
建
物

八
五
平
方
H
 

ロ
譲
渡
予
定
価
額
 

一
三
、
三
五
〇
ー
一
五
、
」
一

五
〇
千
円
（
う
ち
公
庫
融
資
予

定
額
七
、
〇
〇
〇
ー
七
、
七
〇
 

松
、
安
田
秀
弘
、
山
口
伝
四
郎
 

（敬
称
略
）
 

・

宅
地
分
譲
 

〇
千
円
、
積
立
目
標
額
六
、
 一

八
〇
ー
七
、
 一
三
〇
千
円
、
利

息
相
当
額

一
七
〇
ー
五
二
〇
千

円
）
 

ロ
一
般
分
譲
住
宅
 

（住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
）
 

ロ
募
集
期
問
 
七
月
十
三
日
 

ー
十
七
日
 

ロ
募
集
戸
数
 
十
五
戸
 

ロ
構
造
 
木
造
 

ロ
一
戸
当
た
り
平
均
面
積
 

土
地
 
三
〇
八
平
方
冒
、
建
 

物
 
七
七

・
三
五
平
方
1
1
 

ロ
譲
渡
予
定
価
額
 

二

一
、一
一
九八
ー
一
四
、
O
 
 

五
六
千
円
（
う
ち
公
庫
融
資
予

定
額
六
、
五
〇
〇
千
円
、
自
己

負
担
金
五
、
八
〇
〇
ー
七
、
五

六
〇
千
円
）
 

ロ
宅
地
分
譲
 

ロ
募
集
期
間
 
七
月
六
日

ー
 

十
日
 

ロ
募
集
区
画
 
五
十
六
区
画

ロ
用
途
地
域
 
第
一
種
住
居

専
用
地
域
 

ロ
面
積
 
二
十
六
ー
四
三
三

平
方
冒
 
二

七
」ハ
 

ロ
譲
渡
価
額
 

六
、
〇
五
三
ー
三
、
二
九
一
一

千
円
 

ロ
受
付
場
所
 

い
ず
れ
も
、
市
都
市
計
画
課
 

（
廿
⑩
二
一
一
一番
、
内
線
一
一

一
一一
一
一
番
）
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
（
。
 

青
森
局
⑩
一
六
二
五
番
）
 

八

甲
田
山
の
 

自
然
を
見

る
会
 

ロ
と
き
 
七
月
十
二
日
（
日
 

)
 
（午
前
七
時
出
発
、
午
後
六

時
帰
着
）
 

ロ
行
先
 
北
八
甲
田
山
域

ロ
募
集
人
員
 
六
十
人

（
中

学
生
以
上
）
 

ロ
会
費
 
二
千
円
（
バ
ス
代
、
 

写
真
代
を
含
む
）
 

ロ
集
合
 
午
前
六
時
三
十
分

ま
で
、
市
民
文
化
会
館
前
）
 

ロ
雨
天
の
場
合
 
小
雨
決
行

で
す
が
、
登
山
が
む
り
な
場
合

は
奥
入
瀬
遊
歩
道
、
湿
原
植
物

探
索
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
七
月
七

日
（
火
）
 

ロ
申
込
先
 
市
内
長
富
、
ォ

オ
タ
サ
ト
ル

（廿
⑩
二
三
二
〇

番
）
 

な
お
、
服
装
、
当
日
の
持
ち

物
な
ど
、
詳
し
く
は
申
し
込
み

先
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

点
訳

・
朗
読
奉
仕
 

員
 
を
 
募
 
集
 

青
森
県
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

五
所
川
原
分
団
（
田
戸
岡
き
さ

分
団
長
）
で
は
、
点
訳

・
朗
読

奉
仕
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
対
象
者
 
市
内
に
住
ん
で

い
る
家
庭
の
主
婦
、
ま
た
は
勤
 

交
通
安
全
協

会
、
創
立
3
0周
年
迎
え

る
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雇用保険トータル・システムとは？ 

現在全国の公共職業安定所で、 丁作業で行わ 

れている雇用保険の業務をオンーライン化じて 

処理するシステムです。 

~7 月 6 日 か ら～ 

雇用保険トータルシステム開始 

⑥雇用保険の失業給付の支給を受けようとする方へ 

雇用保険の届出が次のように変わりますノ 

(1）離職票 56年 7月 6日以後退職された場合、離職票― 1 

及び離職票一 2の 2枚で1組となっております

ので 2枚持ってこないと支給が遅れることにな

ります。 

(2〕口座振込用紙 離職票持参時に必ず離職票と一緒に提出

して下さい。提出がなされませんと保険

金の振り込みが極端に遅れる場合などが

あります。 

(3〕印鑑 基本手当または特例一時金を受ける際の領収印と

して使用することになります。 

(4往民票（免許証等） 離職票の住所が現在の居所とちが 

う場合または 1年以上勤務された

場合必要です。 

(5）出稼台帳または求職票 出稼ぎされた方は市の担当窓口

から出稼台帳を、それ以外の方

は安定所にある求職票を書いて

いただきます。 

※離職票一1については直接機械（光学的文字読取装置） 

へそう入し読み取らせるものですので汚したり、タバコ

の火を落としたり、いたずら書き等ぐしゃぐしゃに折り

まげたりした場合に機械が読み取りできないこともあり

ますので十分注意して下さい。 

0 ●●● 
●●●● 「ふ

る
さ
と
自
然
歩
道
」
 

野
や
山
は
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に

出
か
け
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い

を
み
せ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
秋

完
成
し
た
「
ふ
る
さ
と
自
然
歩

道
」
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ふ
る
さ
と
自
然
歩
道
は
、
津

軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
を
起
点

に
、
市
道
前
田
野
目
二
号
線
を

横
断
し
、
楚
珠
山
項
（
標
高
四
六

八
メ
ー
ト
ル
、ま
で
延
長
五
、
一

七
六
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
す
。
 

沿
道
に
は
、
ア
カ
マ
ッ
検
定

林
、
岩
木
山
展
望
所
、
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
の
群
生
地
、
ブ
ナ
の
原
 
 

生
林
、
三
十
三
観
音
霊
場
の
松

倉
神
社
、
ス
ギ
の
人
工
林
等
が

あ
り
、
山
頂
ま
で
は
二
時
間
を

要
し
ま
す
。
 

ま
た
、
賛
珠
山
項
に
は
、
北

海
道
、
陸
奥
湾
、
青
森
平
野
、
 

八
甲
田
連
峰
、
津
軽
平
野
、
岩

木
山
、
七
里
長
浜
、
日
本
海
が

一
望
で
き
る
展
望
所
も
あ
り
ま

す
。
 

案
内
板
は
、
 
「
楚珠
少
年
自

然
の
家
」
の
南
側
神
山
ス
キ
ー
 

場
入
口
ほ
か

ニ
カ
所
に
設
け
て

あ
り
ま
す
。
 

七
月
中
旬
か

ら
新
し
い
魅
力

の
加
わ
っ
た
新

タ
イ
プ
、
 
「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
 
（
市

町
村
振
興
宝
く

じ
）
の
受
け
付

け
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
 

一
等
三
、
〇

〇
〇
万
円
が
、
 

百
二
十
本
あ
り

ま
す
。
 

収
益
金
は
、
 

豊
か
な
住
み
よ
 

い
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し

く
は
、
七
月
十
五
日

（
水
）
の

新
聞

（朝
刊
）
紙
上
に
発
表
さ

れ
ま
す
。
 

交
通
事
故
移
動
 

・

巡
回
相
談
所
 

七
月
は
次
の
日
程
で

開
設
さ

れ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
七
月
八
日
（
水
）
、
 

七
月
二
十
二
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
 ロ

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

別
館
（
旧
中
央
公
民
館
）
 

県
交
通
事
故
相
談
所

市
・
市
民
相
談
室
 
 

務
し
て
い
る
女
性
 

ロ
締
切
り
 
七
月
十
日
（
金

）
 

ロ
お
申
込
み
 
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、
市
内
鎌
谷
町
一
一
七
 

ー
七
、
市
中
央
公
民
館

（
廿
⑩

六
〇
五
六
番
）
へ
お
申
し
込
み

下
さ

い
。
 

な
お
、
奉
仕
員
に
な
る
と
、
 

活
躍
の
成
果
が
東
北
六
県
、
北

海
道
、
も
し
く
は
全
国
的
に
行

き
渡
り
ま
す
。
 旧

軍
人
軍
属
恩

給
欠
格
者
全
国
連

盟
五
所
川
原
支
部

が
五
月
二
十
九
日

に
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
 

詳
細
に

つ
い
て

は
、
左
記
の
方
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

▽
旧
市
内
 
尾
 

崎
源
五
左

工
門
（
田
町
）
、猪
口

兼
三
郎
（
鎌
谷
町
）
、尾
崎
米
三

郎
（
元
町
）
、斎
藤
長
三
郎
（
下

平
井
町
）
、開
米
尾
次
（
敷
島
町
 

）
、佐
々
木
三
蔵
（
錦
町
）
、中
谷

正
治

（新
宮
町
）
 

一
戸
富
三
郎
（
三
好
地
区
）
、
 

古
川
留
作

（中
川
）
、柳
原
与
四

郎
（
飯
詰
）
阿
部
三
之
丞
（
七

和
）
、山
田
金
春
（
栄
）
、中
村
三

ケ
雄

（長
橋
）
、伊
藤
正
三
（
梅

田
）
、佐
藤
秀
雄
（
小
曲
）
、高
橋

作
蔵
（
松
島
）
、太
田
藤
雄
（
毘

沙
門
）
、増
田
清
一
郎
（
長
富
）
 

サマージャンボ宝くじ 
7月中旬から予約受け付け 

旧軍恩給欠格者連盟 
五所川原支部を結成 



ヒ和地区 

地区名 

 

ツペルクリン 

 

B C G  

7月30日（木） 

 

7月28日（幻 

 

寺
田
清
（
鎌
谷
町
）
村
田

房
雄
、
野
呂
甚
助
（
以
上
平

和
町
）
平
山
忠
夫
（
柏
原
町
 

）
三
橋
柾
次
郎
、
大
溝
善
逸

神
敢

（
以
上
錦
町
）
磯
野
忠

五
郎
（
敷
島
町
）
気
田
勝
治

津
川
武
雄

（
以
上
上
平
井
町
 

）
宮
本
ノ
リ
子
（
下
平
井
町
 

）
田
沢
多

一
 
（
元町
）
原
田
康

男
（
蓮
沼
）
田
村
典
子
、
高
橋

ト
ミ
子
（
以
上
布
屋
町
）
岩
谷

賢
司
（
寺
町

）
小
野
工
、
成
田

誠

一
 
（
以
上
栄町
）
横
山
金
弥
 

（
千鳥
町
）
 

金
沢
定
雄
（
成
田
町

）
高
橋

賢
作

（
田
町
）
川
口
亀
十
郎

（
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「ツ反・BOG接種」 
お子さんの健康、守るためぜひ接種を受けさせて下さい。 

ロ対象乳幼児 生後6 カ月から満 4歳まで。（ただし、いままで 

BCGの接種を受けた乳幼児は除きます） 

ロ母子健康手帳 必ず持参して下さい。 

ロ料 金 無料です。 

ロ受付時間 いずれも午後1時から 2時まで。 

ロ接種場所 市民文化会館別館（旧中央公民館） 

地区別の日程は下記のとおりです。 

「移動健康教室」 を開設 
市と五所川原市民保健協議会では、次の日程で「移動健康教 

室」を開きます。お気軽においで下さい。 

ロとき・ところ ＠7月10日園、市役所飯詰支所 

ロテーマ 更年期障害について 

ロ講 師 Hは寸 礼一郎氏 

ロとき・ところ ⑨ 7月18日（D、市内長富（公民館） 

ロテーマ 腰痛と神経痛を予防するには 

ロ講 師 桂 修二氏 

＠なお時間は、いずれも午後1時から 2時までです。当日は 

健康相談、血圧測定も行います。 

「移動保健所」 を開設 
五所川原保健所では、次の日程で「移動保健所」を開設しま

す。お気軽においで下さい。 

ロところ 市内川山（コミュニティセンター中川） 

ロと き 7月27日旧）午前 9時30分～午前11時30分まで 

ロところ 市内中泉（中泉集会所） 

ロ実施内容 ①一般健康相談②血圧測定（動衛生検査（検尿、血 

液型、血色素）④総合健康診断 

「件〒石百古4thiI 刀、ーさ“女I大I 
” 1土J SZ貝開人IULJ Vノく一禾Iノ、I 

移動採血車「青い鳥号」が、次の日程で街頭献血を行ないま 

す。みなさんの協力をお願いします。 

ロとき・ところ 

07月 8日困午前10時30分～正午まで、鎌谷集会所前 

当日午後1時30分～ 3時まで、丸友デパート駐車場 

07月14日因午前10時30分～正午まで、市役所前 

当日午後1時30分～ 3時まで、市内広田日産自動車商会前 

※あなたも献血手帳を。 

恵まれない人に愛の手を 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
人
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
第
一
期

分

（
四
月
・
五
月
・
六
月
分
）
 

の
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
期

限
は
、
六
月
三
十
日
ぜ
し
た
が
、
 

納
め
る
の
を
忘
れ
て
い
る
人
は
、
 

な
ん
と
か
今
月
中
に
納
め
て
下

さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と
、
 

万
一
け
が
を
し
た
り
、
ご
主
人

に
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
遺
児
に

な
っ
た
り
し
た
時
な
ど
に
、
障

害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
 
 

り
で
な
く
、
将
来
、
老
齢
年
金

さ
え
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
 

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
あ
る
時
は
、
二
年
前
 

ま
で
の
分
は
、
市
社
会
課

・
国

民
年
金
係
か
ら
国
庫
金
納
付
書

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
銀
行
（
歳

入
代
理
店
）
ま
た
は
郵
便
局
を

通
し
て
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
、
納
め
る
こ
と

が

（昭
和
五
十
六
年
度
分
）
出
 

来
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に

放
置
し
な
い
で
、
必
ず
市
社
会

課

・
国
民
年
金
係
に
印
鑑
ご
持

参
の
う
え
、
免
除
の
申
し
出
を

し
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
が
免
除
に
な
っ
て
も
、
 
 

ン
」
 

ロ
 

障
害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児

年
金
な
ど
は
、
納
め
た
人
と
同

様
の
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
 

必
ず
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
下

さ
い
。
 

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
、
免

除
を
受
け
た
期
間
は
三
分
の
ー
 

に
減
ら
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
し

て
下
さ

い
。
 

十
年
以
内
の
分

な
ら
旧
料
金

で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ

ま
す
。
 

追
納
し
た
場
合
は
、
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
じ
計
算
に
 

一
円
玉
献
金
運
動
 

市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合

会
（
葛
西
専
造
会

長
）
 

で
は
、
恵
ま
れ
な
い
人

々
に
愛
の
手
を
差
し
の

べ
よ
う
と
、
七
月
一
日

か
ら

「
一
円
玉
献
金
運

動
」
を
展
開
し
て
い

ま

す
。
 

一
般
の
方
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
（
一

円
玉
以
外
も
大
歓
迎
）
 

「
一
円
玉
献
金
運
動
」
 

は
、
単
位
老
人

ク
ラ
ブ

ご
と
に
実
施
、
各
ク
ーフ

ブ
班
長
を
通
し
て
会
長

が
と
り
ま
と
め
る
こ

と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

運
動
は
、
九
月
三
十

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
運
動
に

つ
い

て
は
、
市
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
内
、
市
老
人

ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局
（
廿
⑨

三
四
九
四
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

な
り
ま
す
。
 

な
お
、
任
意
加
入
の
人
は
、
 

免
除
出
来
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金

の
保
険
料
 

き 7月13日（月）午前 9時30分～午前11時30分まで 

r
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八
ツ
 

‘砺マ臨熱非 行 
く運力旦Iよう立ち直り 

は
、
そ
れ
以
後
の
保
険
料
は

返
還
さ
れ
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
保

険
料

一
年
分
を
四
月
中
に
前

納
し
ま
す
と
、
基
本
保
険
料

一
年
分
五
万
四
千
円
が
五
万

二
千
七
百
円
で
、
千
三
百
円

の
割
り
引
き
に
な
り
、
付
加
 

1
月
か
ら
3
月
分
ま
で
  

10か
ら112

月分
まで 

7
月
か
ら
9
月
分
ま
で
  

4
月
か
ら
6
月
分
ま
で
 

納
め
 
る

月
分
  

h

ー
  

12月
28
R 

9
月
末
日
  

6
月
末
日
 

納
期
限
 

56年6 月 1 日～58年5 月31日 

市少年指導委員 

, 

,
 

年
金
め
は
ド
レ
 

保
険
料
は
、
市
区
町
村
役
 

前
納
し
た
期
間
の
途
中
で

場
が
発
行
す
る
国
民
年
金
保
 
被

保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
時

険
料
納
付
書
で
納
期
限
ま
で
 

に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

保
険
料
納
付
と
そ
の
納
期
限
 

ん
が
、
 一
年
分
ま
た
は
、
 一
 

定
の
期
間
分
の
保
険
料
を
ま
 

と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

前
納
す
る
保
険
料
の
額
は

年
五

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
率

で
割
り
引
い
た
額
に
な
り
ま

す
。
 一

日
か
ら
社
会
を

明
る
く
す

る
運
動
 

今
年
も
 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
 

行
防
止
と
更
生
の
援
助
」
 
で
、
 

七
月
一
日
 
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

全
国
の
統
一
標
語
は
、「防
ご
う

か
ら

ー
カ
 

本
年
度
の
重
点
目
標
は
、「住
 
非
行
、

助
け
よ
う
立
ち
直
り
」
 

月
間
、
犯
 
民

の
連
帯
に
よ
る
青
少
年
の
非
 
で

す
。
 

罪
の
防
止
 

と
罪
を
犯
 
み

ん
な
で

青
少
年
の
健

全
育
成
 

ク輪
を
広
げ

る
市
民
集
ム
下）
開
催
 

に
つ
い
て
 
こ

の
運
動
に
呼
応
し
、
当
市
 

健
全
育
成
の
輪
を
広
げ
る
市
民

理
解
を
深
 
で

は
、
と
く
に
市
民
各
層
の
青
 

集
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な

め
、
犯
罪
 
少
年
の

非
行
防
止
に
対
す
る
理
 

り
、
五
所
川
原
市
保
護
司
会
、
 

の
な
い
明
 
解

と
自
覚
を
深
め
る
と
と
も
に
、
 

B
B
s
会
、更
生
保
護
婦
人
会
、
 

る
い
社
会
 
そ
の
積

極
的
な
参
加
を
促
し
、
 

市
及
び
関
係
各
団
体
の
協
力
で

を
築
こ
う
 
同
時

に
非
行
防
止
の
徹
底
を
図
 
次

の
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

と
す
る

「
 
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
、「
青少
年
 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
参
 

保
険
料
を
納
め
る
期
限
は

次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
期
限
内
に
納
め
ら

れ
な
い
場
合
で
も
翌
年
の
四

月
末
日
ま
で
の
間
は
、
市
区

町
村
に
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

非
行
防
止
決
起
大
会
と
 

パ
レ
ー
ド
 

ロ
と
き
 
七
月
四
日
（
土
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前

・
お
 

祭
り
広
場
 

「非
行
防
止
決
起
大
会
」
午
 

前
九
時
三
十
分
か
ら
 

「パ
レ
ー
ド
」
（
市内
一
巡
）
 

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
 

座
談
会
の
開
催
 

ロ
と
き
 
七
月
六
日
（
月
）
 

午
後
七
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
平
和
町
集
会
所
 

ロ
と
き
 
七
月
七
日
（
火
）
 

午
後
七
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
松
島
町

・
松
島
 

会
館
 
 

東
町
）
高
橋

武
悦
（
本
町
 

）
藤
田
ト
ク
 

（
新
宮
町）
 

神
友
吉

（
若

葉
）
木
村
正

美
（
み
ど
り

町
）
工
藤
鉄

男
（
湊
）
小

川
忠
明

（幾

世
森
）
工
藤

鉄
之
助
（
鳥

森
）
横
山
友

昭
（
松
島
町
 

）
桜
庭
英
三

工
藤
政
二
（
 

以
上
漆
川
）
白
戸
マ
リ
子
（
 

錦
町
）
木
村
慶
順
、
山
内
武

雄
（
以
上
湊
）
木
村
潔
、
山

口
き
よ
し
（
以
上
雛
田
）
成

田
き
く
（
東
町
）
成
田
房
江
 

（
敷島
町
）
小
野
由
美
子
（
 

田
町
）
三
橋
ッ
ェ
（
錦
町
）
 

宮
崎
妙
子
（
鎌
谷
町
）
山
谷

清
（
元
町
）
藤
森
健
悦
（
田

町
）
山
形
邦
夫
（
幾
世
森
）
 

石
田
和
康
（
さ
つ
き
町
）
 

岩
測
吉
栄
（
下
平
井
町
）
中

野
さ
わ

（平
井
町
）
岩
木
川

祐
造
（
柏
原
町
）
三
上
昭
造
 

（末
広
町
）
高
松
誠
造
（
柏

原
町
）
井
沼
清
三
郎
（
岩
木

町
）
藤
田
留
作

（さ
つ
き
町
 

）
栗
林
や
え
（
大
町
）
佐
々

木
昭
夫

（
長橋
）
山
上
作
之

進
（
元
町
）
須
郷
彦
一
 
（
田
 
 町

）
沢
田
武
美
（
栄
町
）
高
井

昭
雄

（蓮
沼
）
小
野
清
茂
（
末

広
町
）
福
士
孝
一
 
（岩
木
町
）
 

辻
ト
ョ

（
上平
井
町
）
佐
藤
勅

也

（鎌
谷
町
）
前
田
つ
な
（
十

川
町
）
小
田
桐
教
（
下
平
井
町
 

）
藤
田
ゆ
き
（
蓮
沼
）
石
塚
鉄

男
（
み
ど
り
町
）
成
田
繁
則
（
 

布
屋
町
）
吉
川
和
子
（
若
葉
）
 

秋
田
谷
茂
男
（
雛
田
）
鶴
谷
秀

喜
、
藤
井
節
子
（
以
上
松
島
町
 

)
 

佐
藤
国
由
（
末
広
町
）
川
村

洋

（
松
島
町）
工
藤
寿
雄
（
米

田
）
高
橋
京
子
（
悪
戸
）
山
口

衛
一
、
成
田
英

一
、
沢
田
清
美
 

（
以
上毘
沙
門
）
増
増
田
光
信

藤
森
兼
世

（
以上
長
富
）
上
見
 

、
ン
ゲ子
、
須
藤
八
四
郎
（
以
上

飯
詰
）
長
尾
て
る
、
中
川
哲
男

斎
藤
ケ
イ
子
（
以
上
松
野
木
）
 

土
岐
文
昭
（
福
山
）
大
坂
修
造
 

ー
 

‘
ー

ー
  

ー
 

（
前田
野
目
）
阿
部
嘉
徳
（
羽
 

野
木
沢
）
引
劇
矧
男

（
原子
）
 

佐
藤
幸
雄
（
梅
田
）
対
馬
邦
美
 

（
一
野坪
）
沢
田
康
子
（
鶴
ケ

岡
）
成
田
郁
子
（
鳥
森
）
新
谷

良
昭
（
太
刀
打
）
後
藤
悦
三
郎
 

（小
曲
）
藤
森
祐
一

（種
井
）
 

大
坂
隆
典
（
前
田
野
目
）
葛
西

側
忠
ョ
副
野
一
 
井
喜
雅

（
唐

笠
柳
）
高
橋
博
士

（
金山
）
橘

節
男
（
唐
笠
柳
）
野
村
修
三

（
 

石
岡
）
高
橋
勇
次
郎
（
藻
川
）
 

藤
森
幸
一
 （川
山
）
成
田
敏
保

有
馬
勝
雄

（
以
上中
泉
）
 

その6 ② 

保
険
料
は
一
年
分
四
千
八
百

円
が
四
千
六
百
八
十
円
で
、
 

百
二
十
円
の
割
り
引
き
で
す

か
ら
、
付
加
保
険
料
も
納
め

て
い
る
人
は
、
千
四
百
二
十

円
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。
 

し
た
人
た
 

ち
の
更
生
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ロ
と
き
 
七
月
十
九
日
（
 

日
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館

ロ
定
員
 
五
十
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）
 

ロ
テ
キ
ス
ト
代
 
五
百
円
 

（
申
込
み
の
際
納
め
て
下
さ

い
）
 

ロ
申
込
み
先
 
市
教
育
委

員
会

・
社
会
教
育
課
（
廿
⑩

二
一
一

一
番

・
内
線
二
五
〇
 

ク津
軽
の
安
東

氏
の
歴
史

）
 

市
民
講

座
を

開

講

ノ
 

ロ
と
き
 
七
月
十

一
日
（
土
 
の

歴
史
」
 

）
午
後
一
時
ニ
十
分
か
ら
 
ロ
講

師
 
豊
島
勝
蔵
氏
（
郷

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 

土
史
家
、
市
浦
村
史
資
料
編
編

ロ
演
題
 

「津
軽
の
安
東
氏
 
集
）
 

駅
待
合
室
に

座
布

団

市
身
障
者
福
祉
会
 

市
身
体
障
害
者
福
祉
会

（松

本
一
男
会
長
）
は
六
月
十
九
日
、
 

国
鉄
五
所
川
原
駅
に
乗
降
客
を

温
か
く
送
り
迎
え
し
よ
う
と
、
 

待
合
室
の
イ
ス
に
敷
く
座
布
団

三
十
六
枚
（

一
人
用
二
十
四
枚
、
 

長
イ
ス
用
十
二
枚
）
を
贈
り
ま

し
た
。
 

会
員
が
布
地
や
綿
を
持
ち
寄

り
手
分
け
し
て
作
っ
た
も
の
で

贈
っ
た
の
は
今
年
で

二
回
目
で

す
。
 

視
力
表
六
枚
寄
贈
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

（神
勝
栄
会
長
）
は
六
月
十

一
日
、
市
内
の
中
学
校
六
校
に

リ
ン
グ
テ
ス
ト
タ
イ
プ
視
力
表
 

（
五
M
用
）
各
一
枚
を
寄
贈
し
、
 

鈴
木
教
育
長

へ
託
し
ま
し
た
。
 

廿
写
真
下
ー
 

善
銀
へ
三
万
円
預
託
 

み
ち
の
く
銀
行
 

み
ち
の
く
銀
行
（
葛
西
清
美

頭
取
）
は
六
月
九
日
、
市
の
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
三
万
円
を
長
谷
川
市
福
 

祉
事
務
所
長

へ
託
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
善
意
銀
行
五
所
川

原
支
店

へ
預
託
し
ま
し
た
。
」ハ

月
七
日
に
市
民
会
館
で
開
い
た

歌
と
マ
ン
ド
リ
ン
の
祭
典
で
チ

ャ
リ
テ
ィ
を
呼
び
か
け
た
も
の

で
す
。
 

r
  
広
報
紙

の
早
期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
 

オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
県
民
大
会
 

ふ
る
っ

て
ご

参
加
を
 

近
世
古

文
書
解
読

講
習
会
 

ロ
と
き
 
七
月
十
二
日
（
日
 

）
午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
一
一

十
分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
鶴
田
町
廻
堰
・

津
軽
富
士
見
湖
ォ
リ

エ
ン
テ
ー
 

リ
ン
グ

コ
ー
ス
 

ロ
集
合
場
所
 
国
民
年
金
保

養
セ
ン
タ
ー
「
津
軽
富
士
見
荘
」
 

前
 
．
 

ロ
参
加
料
 
無
料
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
七
月
四

日
（
土
）
 

市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
こ
の

ほ
ど
、
県
共
同
募
金
会
か
ら
車
 

ロ
申
込
み

・
お
問
合
わ
せ
先

鶴
田
町
教
育
委
員
会
（
廿
⑩

一
一一
一
一
番
）
 

ロ
そ
の
他
 

①
初
心
者
の
方
を

対
象
に
、
 

当
日
午
前
九
時
か
ら
十
時
ま
で

講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

②
パ
ー
テ
ィ
の
構
成
員
は
、
 

原
則
と
し
て
三
な
い
し
五
人
と

し
ま
す
。
 

③
コ
ン
パ

ス
の
な
い
方
に
は

主
催
者
が
貸
し
出
し
ま
す
。
 

イ
ス
で
も
乗
れ
る
 
「赤
い
羽
根

号
」
一
台
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

車
イ
ス
の
方
が
二
人
の
ほ
か

五
人
が
乗
れ
る
車
で
、
安
全
に

で
き
て
い
ま
す
。
体
が
不
自
由

な
方
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

文
化
活
動
参
加
等
に
ご
利
用
下

さ
い
。
 

お
使
い
に
な
り
た
い
方
は
、
 

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
廿
⑩
三

四
九
四
番
）

へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
日
割
り
使
用
し
て

い
た

だ
だ
き
ま
す
。
 

r
 

番
）
 

ロ
講
師
 
貝
森
格
正
氏
（
 

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
常

任
理
事
）
、福
井
雄
三
氏
（
同
）
、
 

豊
島
勝
蔵
氏
（
郷
土
史
家
）
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
 

え
ご
来
場
下
さ
い
。
 

長
者

森
平

和
公
園

の

墓
地
購
入
者

を
募
集
 

市
都
市
計
画
課
で
は
、
「
長
者

森
平
和
公
園
墓
地
」
の
購
入
者
 
 

を
募
集
し
ま
す
。
 

ロ
募
集
区
画
 

一
三
〇
区
画

ロ
墓
地
面
積
 
一
区
画
五
市

ロ
永
代
使
用
料
 

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
 

ロ
管
 
理
 
料
 
三
、
〇
〇
 

〇
円
（
年

間
）
 

ロ
受

付
け
 

常
時
受
付
け
 

し
て
い
ま
す
。
 

申
し
込
み
と
同
時
に
、
永
代

使
用
料
と
管
理
料
を
納
付
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 
詳
し
く

は
、
市
都
市
計
画
課

（
廿
⑩
一
一

一
一
一
番
・
内
線
二
一
三
ニ
番）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

車
イ
ス
の
方
へ
朗
報
 

共
同
募
金
会
か

ら
「
赤
い
羽
根
号
」
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